               （例）  ○○○町内会総会議事録
日時　平成○年○月○日　午前○時～○時

場所　○○○○

会員の出席状況

　会員の総数　○○人　出席者　○○人（委任状による出席者○人を含む）
一　開会
一　議長の選出について

　　　議長　○○○○

一　議事録署名人の選出について

　　　議事録署名人　○○○○　○○○○

一　議事

◎    号議案　○○○

◎    号議案　○○○

◎    号議案　○○○

◎    号議案　地縁による団体の認可申請について

　（提案説明）現在の町内会は，法律上「権利能力のなき社団」であるため，町内会が保有する公会堂の土地や建物などを登記する際に，町内会名で登記することができません。このため，これまでは○○氏の名義で登記をしており，世代交代などがあった場合は，変更登記が必要になったりするなど，町内会の財産管理上，将来いろいろと問題が発生することが懸念されます。平成３年の地方自治法の改正により，町内会を法律上の権利能力を持つ団体とする，町内会を法人化する制度が設けられました。この制度は，「地縁による団体」という名称の制度ですが，この制度によって「地縁による団体」の認可を津山市長から受けると，町内会名での不動産登記ができることとなり，町内会保有の不動産が名実ともに町内会のものとなるわけです。

　そこで，○○○町内会として，この「地縁による団体」の認可を受けたらどうかということで，提案をします。

　○○○町内会が「地縁による団体」の認可を受けるためには，法律でいくつかの条件が定められています。

①町内会の区域が明確に定められていること。したがって，隣接する町内会との区域を改めて確定する必要があります。その確定した区域内に居住することとなった人は，会員になる資格を持つこととなります。その反対に，その区域から出た人は，資格を失います。

②区域内に住所を有するすべての個人は，会員の資格を持ちます。これまでの町内会は世帯で加入していたわけですが，「地縁による団体」となった場合は，年齢，性別などを問わず，区域内に住所を有するすべての人がその会員になるということです。そして，区域内の住民の過半数が会員になっていないと認可が受けられません。また，正当な理由がなければ，会員となることを拒否できません。

③規約を定めていること。現在，定めている規約（会則）では，認可が受けられません。法人格をもった団体にふさわしい規約への改正が必要で，議案　　号で，その改正についてお諮りいたします。

  （質疑）

  （採決）

◎    号議案　地縁による団体の認可申請の代表者選出について

　（提案説明）「地縁による団体」の認可申請に当たって，町内会長○○○○氏を代表者として津山市長に申請することについて提案します。

  （質疑）

　（採決）

◎　　号議案　○○○町内会規約の改正について

　（提案説明）　　号議案の提案の際に説明いたしましたように，「地縁による団体」の認可を受けるに当たっては，現在，定めている規約（会則）では，認可が受けられません。法人格をもった団体にふさわしい規約への改正が必要であり，その改正について提案いたします。

　規約（会則）は，①目的，②名称，③区域，④事務所の所在地，⑤構成員の資格に関する事項，⑥代表者に関する事項，⑦会議に関する事項，⑧資産に関する事項について定めております。

  （質疑）

　（採決）

           ・

           ・

           ・

一　閉会
　　平成○○年○月○日

                                  議　　　　長　（自署）　　　　　　　　　印

                                  議事録署名人  （自署）                　印

                                  議事録署名人  （自署）                　印

